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〇 前提として補助金申請には以下の書類が必要となります。

領収書（写）

・税込・税別が判断できるように記載してください。
・システムベンダー等への精算がわかる書類となります。
・見積書、発注書等では精算の確認ができないことから、証拠書とは認められませんのでご注意ください。

領収書内訳書（写）

・税込の金額で領収書の内訳を記載してください。
・領収書と領収書内訳書の金額の合計は、一致する必要があります。
・補助上限額を上回っている場合、補助対象外の場合であっても、領収書に金額が含まれていれば記載が必要です。
・○○一式では認められません。内訳項目毎に詳細に記載をする必要があります。

領収書（写）

領収書内訳書（写）

※上記証拠書類を「.pdf」 または「.xlsx」 形式でご準備ください。
※書類不備がある場合、すべての証拠書類を改めて申請いただくとともに、補助金審査および交付までお時間をいただきますので、申請にあ
たっては、今一度書類の記載についてご確認ください。
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1.医療機関等向け総合ポータルサイトトップページから、「電子カルテ情報共有サービス」を押下します。
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2.「電子カルテ情報共有サービスの各種申請について」を押下します。

電子カルテ情報標準規格準拠対応関係補助金申請_手順書
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3.「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、「ログイン」を押下します。

電子カルテ情報標準規格準拠対応関係補助金申請_手順書

123456a.bb@cc.dd.jp
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4.「補助金交付申請」を押下します。

電子カルテ情報標準規格準拠対応関係補助金申請_手順書
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5.確認ページが表示されますので、今一度申請に必要な資料等を確認します。
確認後、問題がなければ、「補助金（訪問看護ステーション）申請へ進む」ボタンを押下します。
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拡大
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ご注意ください！！

◆すべての証拠書類が揃ってから申請をお願いします。
※申請後の追加提出は認められません。

◆審査の結果、申請取消となった場合は、すべての証拠書類を改めて提出してください。
※不足分のみの追加提出は認められません。
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6-1.申請フォームの注意書きを確認するとともに、次ページより申請を進めてください。

電子カルテ情報標準規格準拠対応関係補助金申請_手順書
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電子カルテ情報標準規格準拠対応の記載があることを確認します。電子カルテ情報標準規格準拠対応の記載があることを確認します。



6-2.「申請者情報」「医療機関等情報」の表示されている情報を確認します。
※申請者情報、医療機関等情報は地方厚生（支）局に届け出た情報が自動で表示されるため、ご自身で入力する必要はあ
りません。万一情報に誤りがある場合は、オンライン資格確認コールセンターに相談ください。

電子カルテ情報標準規格準拠対応関係補助金申請_手順書

基金病院

基金太郎

13

1234567

基金太郎

105-0004

基金病院

03-3591-7441

東京都港区新橋2-1-3

1
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<3文書6情報で申請する場合> <2文書6情報で申請する場合>

3文書6情報を選択します。

2文書6情報を選択します。

健診機関コード保持の有無を選択します。

「健診機関のコードを持っている」を選択した場合は、
健診機関コードを入力します。
※「健診機関のコードを持っていない」を選択した場合
は、表示されません。

6-3.領収書（写）および領収書内訳書を参考の上、「文書情報」を選択します。
※ 選択を誤った場合、交付額に影響しますので細心の注意をもって選択してください。

追加を押下し、健診機関コードを入力します。
※健診機関コードを入力していない場合、エラーとなり
ます。



6-4.（電子カルテ情報標準規格準拠対応機能）「導入日」、（電子カルテシステム）「更新時期」、（電子処方箋管理サー
ビス）「導入時期（年および月）」を入力してください。
※1 アップロードの方法については、次ページを参照してください。
※2 証拠書類は、一式すべて必要です。一つでも欠けている場合、審査を進めることが出来ません。取消処理となります。

電子カルテ情報標準規格準拠対応関係補助金申請_手順書
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機能導入した日付を選択します。
※未来日は選択できません。

押下することで、日付が選択できます。

リプレイス時期をプルダウンから選択します。

電子処方箋管理サービスど導入時期をプルダウンから選択します。

<導入済の場合>
導入した年月を選択してください。

<未導入の場合>
導入予定年月を選択してください。
※虚偽の報告を行った場合、返納金対応となる可能性があります。



6-5. 「総事業費」を入力します。
※1 総事業費を入力することで、補助金申請額、補助限度額が自動反映されます。
※2 総事業費とは、補助対象金額を指します。

電子カルテ情報標準規格準拠対応関係補助金申請_手順書

総事業費入力により、補助金申請額～補助限度額が自動反映されます。
※領収書内訳書類に記載のある「①小計」の金額を入力してください。「総額」ではありません。
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6-6.チェックボックスにチェックを入れ、「添付ファイルを追加」から、記載されている証拠書類をアップロードします。
※1 アップロードの方法については、次ページを参照してください。
※2 証拠書類は、一式すべて必要です。一つでも欠けている場合、審査を進めることが出来ません。取消処理となります。

電子カルテ情報標準規格準拠対応関係補助金申請_手順書

次ページ参照
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6-7. 添付ファイルを追加を押下すると、左記のような画面が表示されますので（Windowsの場合）
「領収書（写）」、「領収書内訳書（必要に応じて提出いただきます。）」を「.pdf」「.xlsx」でアップロードください。

「ファイル選択」を押下した場合、フォルダが開きますので、
証拠書類を選択し「開く」を押下します。
※開くフォルダはユーザ設定に依存します。

この枠内に証拠書類をドラッグするか、
「ファイルを選択」を押下すると資料
をアップロードできます。
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6-8.証拠書類のアップロードに成功すると、ポータルサイト上に表示されますので、申請内容を今一度確認し、「送信」を押下します。その後、
「補助金申請額」、「総事業費」、「比較額」、「補助限度額」がポップアップで表示されますので、「OK」を押下します。

証拠書類が表示されているか確認します。
証拠書類が表示されているか確認した
後、送信を押下します。

送信押下後、表示される金額を今一度
確認し、OKを押下します。
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補助金申請額：5000000円
総事業費：10000000円
補助限度額：6579000円
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6-9.申請後、本画面が表示されば申請完了です。

基金太郎

基金太郎
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（参考1）.マイリストから申請状況を確認することが出来ます。 ログイン>マイリスト>申請>件名を押下します。

押下

基金太郎

基金太郎
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（参考2）.タスク>件名を押下します。

基金太郎

押下

ここに件名が表示されます。
※本手順書の画像はサンプルのため、一部内容が表示されていません。
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（参考3）.申請時の情報を閲覧できます。参考情報は以上です。

ここに申請時に添付した証拠書類が表示されます。
※本手順書の画像はサンプルのため、一部内容が表示されていません。
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ここに申請日～補助金申請額が表示されます。
※本手順書の画像はサンプルのため、一部内容が表示されていません。
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